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１．はじめに  

 気泡モルタルは流動性がよく、狭隘な用地での盛土構築が容易であるこ

と、軽量であるため上載荷重が軽減でき、構造物の沈下の抑制、構造物取

り付け部の段差防止、鉛直土圧や壁面を有する構造物に作用する水平土圧

が軽減できる等の特徴を持っている（写真―１）。特に施工性の高さから、

鉄道高架橋アプローチ盛土部や腹付け盛土部などの狭隘な線間部での盛土

工事などで使用され、今後もその施工が増えると考えられる。今回は腹付

盛土の構築において、現場で配合、打設した気泡モルタルの品質試験を行

ったので報告する。 

２．気泡モルタルの品質管理 

 気泡モルタル盛土は、「気泡モルタル盛土の設計･施工の手引き」（ＪＲ東日本、2002 年 9 月）に基づいて設

計および現場の施工管理を行っている。その中で、気泡モルタルの品質管理についても規定されており、試験

項目、規定値および試験頻度は表－１に示すとおりである。 

試験方法については以下とおりである。 

（ａ）湿潤密度 

 湿潤密度は、所定量の安定材、細骨材、水、および気泡

が適正に計量・混合され、設計に使用した湿潤密度が得ら

れているか確認するもので、以下のように行う。 

① １リットル程度の容器の容積Ｖ（cm3）と質量ｍ１（g）

を予め測定する 

② 混合された気泡モルタルを容器に満たし水平に置き、気泡モルタ

ルの表面が容器の上端と一致するように、ストレートエッジ等で均し

質量ｍ２（g）を測定する。 

③ 湿潤密度＝      により算定する。 

（ｂ）フロー値 

 フロー値は所定の流動性が確保されているかを確認するものである。

規定値は 180mm を基準としているが、これは気泡モルタルが材料分離を生じずに、300m 程度までの圧送が可

能で、締固めが不要となる流動性を得られるものである。 

 試験方法は図―１に示すように、水平なプラスチック板の上にシリンダー（φ8cm×8cm）を置き、シリン

ダーの上端まで気泡モルタルを入れる。シリンダーを静かに鉛直方向に引き上げ、１分後に気泡モルタルが広

がって最大と認められる方向の径と、その直角方向の径を測定し、その平均値をフロー値とする。 

（ｃ）空気量 

 所定量の気泡が混合されているか確認するために空気量試験を実施する。空気量は軽量性だけでなく、流動 
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試験項目 規定値 頻 度 

湿潤密度 -0.05～+0.1g/cm3 ２回／日 

フロー値 180±20 mm ２回／日 

空気量 ±5％ 事前配合時

一軸圧縮強さ Ave が規定以上 ２回／日 

表―１ 事前配合時の品質管理項目 
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性にも影響を及ぼすのでその値は重要である。空気量は次式により計算する。 

 

 

なお、アルコールは気泡モルタルに含まれる気泡を消すための 

ものである。 

（ｄ）一軸圧縮試験 

 一軸圧縮強さの測定は、JIS A 1216 によりφ50×100 の試験体

により行うことを基本とする。 

 また、設計では材令 28 日における一軸圧縮強さ(qu28)で行っている

が、実際の現場では打込み後 28 日経つと次工程に入っていることが

多いため、材令 7 日における一軸圧縮強さ(qu7)で管理を行う。なお、

qu7 は qu28の 1/2 程度が得られていることを確認する。 

３．品質試験結果 

（１）施工箇所 

 2002 年 12 月に開業したりんかい線がＪＲ大崎駅に乗り入

れるのに伴い、りんかい線の新設により支障するＪＲ大崎支

線の切替先の路盤として気泡モルタル盛土が使われた。施工

延長は 396m、打設数量は 3,971m3 で既設の路盤に腹付する形

で新設された（図―２）。なお、今回の気泡モルタルの圧送

距離は 40m～280m である。 

（２）試験結果 

 品質試験の結果を図－３～６に示す。標準的な物性値は表

－２に示すとおりである。なお、空気量については、本施工

が平成 13 年に行われており、その当時、空気量の値が具体的

に定められておらず本工事では 45％で管理を行っている。ま

た、本工事では一軸圧縮試験を材令 28 日で行っている。 

 グラフより生比重と空気量の関係では空気量が小さいと生

比重の値が大きくなっておりその相関性が分かる。生比重が

8.4kN/m3 より小さくても強度は 1,500kN/m2 を上回っており、

軽量であるが所要の強度を十分に得ていることが確認できる。

また、全ての項目において規定値に入っていることから、今

回手引きで設定した規定値の妥当性がさらに証明されたこと

が分かる。 

４．まとめ 

 今回のように施工量が多く、期間も 5 月～10 月までと長期

に渡り打設を行った現場は初めてであったため、多数の試験

結果を得ることができ、その結果から現在、規定している品

質管理の妥当性が確認できた。今後も気泡モルタル盛土の施

工は増えることから、よりよい物を作り上げていくために十

分な品質管理を行っていく。 
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図―６ 一軸圧縮試験（kN/m2） 

表―２ 標準的な物性値 
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図―２ 気泡モルタル盛土横断図 
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図―３ 生比重（kN/m3） 

図―４ 空気量（％） 

図―５ フロー値（mm） 


